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九九 頭頭竜竜川川の支川群のの支川群の
現況流下能力現況流下能力にに つつ いい てて

平成１４年平成１４年1010月月99日日

◇現況流下能力を示す河川

九頭竜川水系の総河川数　　147河川九頭竜川水系の総河川数　　147河川

真名川

竹田川 　　　　　本日提示　

等　147河川

真名川

竹田川 　　　　　本日提示　

等　147河川

九頭竜川

日野川 　　　9月5日に提示　

足羽川

の主要区間

九頭竜川

日野川 　　　9月5日に提示　

足羽川

の主要区間
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◇現況流下能力を示す河川

本川(大河川)と支川(中小河川）の
　　　　　洪水特性のちがい
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◇本川の洪水波形

昭和28年9月洪水における日野川の洪水波形昭和28年9月洪水における日野川の洪水波形
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◇支川の洪水波形

昭和28年9月洪水における底喰川の洪水波形昭和28年9月洪水における底喰川の洪水波形
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◇支川の洪水の特徴のまとめ

河川延長が短いため、雨が降ってから洪水
として流出するのに1～3時間と短い。

　　　日雨量より、1～3時間雨量に支配される

河川延長が短いため、雨が降ってから洪水
として流出するのに1～3時間と短い。

　　　日雨量より、1～3時間雨量に支配される

九頭竜川流域の
　　　　　　　降雨の地域特性
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◇県内の雨の降り方の地域的なちがい
　　（10年確率　60分雨量の等雨量線）

◇確率と降雨量の関係図
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支川の現況流下能力

◇支川における評価水位

堤防がある場合堤防がある場合

現況堤防高

評価水位余裕高
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◇堤防がある場合の評価水位

評価水位
余裕高

（浅水川の例）（浅水川の例）

◇支川における評価水位

堤防がない場合堤防がない場合

評価水位
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◇堤防がない場合の評価水位

評価水位

（底喰川の例）（底喰川の例）

◇支川群の流下能力の評価方法

流下能力と 2.の流量を比較流下能力と 2.の流量を比較

5年確率流量未満5年確率流量未満

確率別雨量の設定

（5年、10年、30年確率雨量）

確率別雨量の設定

（5年、10年、30年確率雨量）

雨量から流量に変換

（5年、10年、30年確率流量）

雨量から流量に変換

（5年、10年、30年確率流量）

５～10年確率流量５～10年確率流量

10～30年確率流量10～30年確率流量 30年確率流量以上30年確率流量以上

1.

2.

3.

4.
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◇河川整備計画のブロック分割図

◇下流部ブロック内支川群の現況流下能力

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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磯部川

３０年以上の箇所

５年未満の箇所

◇下流部ブロック内支川群の現況流下能力

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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兵庫川

５年未満の箇所

１０年以上

３０年未満の箇所

◇下流部ブロック内支川群の現況流下能力

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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◇河川整備計画のブロック分割図

◇中流部ブロック内支川群の現況流下能力
治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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南河内川

３０年以上の箇所

５年未満の箇所

◇中流部ブロック内支川群の現況流下能力
治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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大連寺川

３０年以上の箇所

５年未満の箇所

◇中流部ブロック内支川群の現況流下能力
治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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◇河川整備計画のブロック分割図

◇上流部ブロック内支川群の安全度評価

（全体図）
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◇河川整備計画のブロック分割図

◇上流部ブロック内支川群の安全度評価

（拡大図）

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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堂動川

３０年以上の箇所

５年未満の箇所

◇上流部ブロック内支川群の安全度評価

（拡大図）

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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赤根川

５年未満の箇所

３０年以上の箇所

◇上流部ブロック内支川群の安全度評価

（拡大図）

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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◇河川整備計画のブロック分割図

◇日野川ブロック内支川群の現況流下能力

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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江端川

３０年以上の箇所

５年未満の箇所

◇日野川ブロック内支川群の現況流下能力

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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５年未満の箇所

鞍谷川

５年未満の箇所

◇日野川ブロック内支川群の現況流下能力

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上



23

浅水川

５年未満の箇所

５年以上

１０年未満の箇所

◇日野川ブロック内支川群の現況流下能力

治水安全度の凡例
：５年未満

：５年以上１０年未満

：１０年以上３０年未満

：３０年以上
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◇河川整備計画のブロック分割図

◇足羽川ブロック内支川群の現況流下能力



25

荒川

１０年以上

３０年未満の箇所

５年未満の箇所

◇足羽川ブロック内支川群の現況流下能力
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１０年以上

３０年未満の箇所

５年未満の箇所

一乗谷川

◇足羽川ブロック内支川群の現況流下能力
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◇支川における氾濫の要因

　　外　水　氾　濫　　外　水　氾　濫

　　内　水　氾　濫　　内　水　氾　濫

◇外水氾濫とは ・ ・ ・

堤防が崩れ、河川水　
が氾濫する　

大雨で川の水量が

　 増加する
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堤防からあふれ出す
（浅水川右岸）

朝日新聞（平成10年7月11日）

◇外水氾濫の事例
　　（平成10年7月　浅水川の氾濫）

◇内水氾濫とは ・ ・ ・

 

本川 

支川 

▽

水門 

本川の水位が高くなると水門を
　 閉じて逆流を防ぎます

 

水門 

本川 

支川 
▽

本川の水位が低い時は水門を
　 開けて排水 します
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◇内水氾濫とは ・ ・ ・

 

本川 

支川 

▽

水門 

本川の水位が高くなると水門を
　 閉じて逆流を防ぎます

 

水門 

本川 

支川 
▽

本川の水位が低い時は水門を
　 開けて排水 します

 

その時に大雨が降ると排水で　
　 きず、河川が氾濫します

◇内水氾濫の事例
　　（昭和51年9月　江端川の氾濫）

花堂付近の旧国道8号線花堂付近の旧国道8号線
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◇都市部における氾濫の増大

流域の開発に伴って保水・遊水機
能が減少し、従来氾濫することがな
かった雨で氾濫するようになります。

流域の開発に伴って保水・遊水機
能が減少し、従来氾濫することがな
かった雨で氾濫するようになります。

◇市街化の影響

開発前の流域開発前の流域

雨水の大半は地中にしみ込ん
だり、水田やため池に貯留され、
下流への流出は抑えられる。

地表がコンクリートやアスファルトで覆
われたり、森林や水田・ため池がなくな
ることにより、下流への流出が増大し、
低地部での氾濫被害が増加する。

開発後の流域開発後の流域
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◇底喰川流域の市街化の変化

昭和22年昭和22年

72％

水田
28％

宅地

◇底喰川流域の市街化の変化

昭和42年昭和42年

49％
51％

水田
宅地
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◇底喰川流域の市街化の変化

昭和47年昭和47年

55％
45％

水田
宅地

◇底喰川流域の市街化の変化

現　在現　在

22％

78％

水田

宅地
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◇底喰川流域の市街化の変化

昭和42年

49％ 51％ 

水田 宅地 

昭和22年

72％ 

水田 
28％ 

宅地 

現　在

 

22％ 

78％ 

水田 

宅地 

昭和47年

 

55％ 
45％ 

水田 
宅地 

◇都市部における氾濫の事例
　　（平成10年8月14日　底喰川）

底喰川

【福井（気象台）】

地点名　福井（気象台）
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◇都市部における氾濫の事例
　　（平成10年8月14日　底喰川）

（（幾久町付近幾久町付近 　　屋尺川合流点下流）　　屋尺川合流点下流）

←←底喰川
底喰川


